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平
成
20
年
度　

研
修
の
ご
案
内

「
中
小
企
業
総
合
展2008 in K

ansai

」で

企
業
立
地
支
援
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

人
材
育
成
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
４　
　

　

e-m
ail

：jinzai@
dengen.or.jp

ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

企
業
誘
致
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
６

　

e-m
ail

：yuuchi@
dengen.or.jp

ま
で

　

電
源
地
域
の
皆
様
が
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
上
で
の
課
題
・
問
題
点
な
ど
に
つ

い
て
ご
相
談
、
ご
要
望
、
ご
質
問
に
お
応

え
す
る
た
め
、窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

こ
ん
な
ご
相
談
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

・
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ど
ん
な
事

業
が
あ
る
の
？

・
こ
ん
な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
ん
だ
け
ど
何

か
補
助
は
受
け
ら
れ
な
い
か
な
？

・
漠
然
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
し
か
な
い
け
ど
何

か
ヒ
ン
ト
が
も
ら
え
な
い
か
な
・
・

・
コ
ン
サ
ル
と
い
う
ほ
ど
大
掛
か
り
な
事
で
は

な
い
ん
だ
け
ど
・
・

・
会
議
の
際
の
添
付
資
料
に
し
た
い
が
、
こ
ん

な
資
料
は
な
い
の
か
な
？

　
私
ど
も
で
は
次
の
よ
う
な
対
応
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

・
当
セ
ン
タ
ー
で
支
援
可
能
な
最
適
な
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

・
当
セ
ン
タ
ー
で
支
援
が
難
し
い
場
合
で
も
、

他
の
様
々
な
制
度
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
必
要
な
資
料
を
で
き
る
限
り
ご
用
意
い
た
し

ま
す
。

・
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
対
応

い
た
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
強
化
事
業

　

相
談
内
容
に
よ
り
、
専
門
的
な
指
導
を
要

す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
テ
ー
マ
に
適
し

た
専
門
家
を
派
遣
し
指
導
・
助
言
い
た
し
ま
す
。

（
ひ
と
つ
の
事
業
に
つ
き
概
ね
三
回
ま
で
）

　

特
に
、
過
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

た
調
査
事
業
等
の
成
果
を
も
と
に
、
さ
ら
に

継
続
的
な
取
組
み
を
し
た
い
と
い
う
場
合
に

は
「
サ
ポ
ー
ト
活
動
」
と
し
て
専
門
家
を
派

遣
し
指
導
・
助
言
い
た
し
ま
す
。

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
自
治
体
コ
ー
ナ
ー
）

　

当
セ
ン
タ
ー
内
に
、
市
町
村
の
皆
様
が
ご

利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
上
京
し
た
際
の
連
絡
・
調
整
の
場
と
し

て
ご
活
用
下
さ
い
。

相
談
窓
口
の
ご
案
内

そこで

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

振
興
業
務
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
５

　

e-m
ail

：youbou@
dengen.or.jp

ま
で

さらに

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

二
十
年
度
も
電
源
地
域
の
振
興
を
支
援
す

る
た
め
、電
源
市
町
村
の
職
員
、農
協
、漁
協
、

商
工
会
等
の
各
種
団
体
職
員
や
住
民
の
皆

さ
ま
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
に
受
講

さ
れ
た
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
要

望
や
電
源
市
町
村
を
取
り
巻
く
社
会
状
況

の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、「
地
域
再
生
へ

の
支
援
」
を
全
て
の
研
修
に
お
け
る
共
通
の

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
修

内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
電
源
地
域
の
現
場

で
活
躍
す
る
実
務
担
当
者
の
お
役
に
立
つ
、

実
践
的
な
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
内
で
の
研
修
を
中
心
と
し
な
が
ら

も
、
先
進
事
例
地
で
の
視
察
や
交
流
を
多

く
取
り
入
れ
た
体
験
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
型
の
現

地
研
修
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

研
修
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
電
源
地
域
の

人
材
育
成
に
寄
与
す
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
お
手
元

に
届
い
た
「
平
成
20
年
度
研
修
の
ご
案
内
」

を
ご
確
認
の
上
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

No. 研修テーマ 時期 日数 定員 負担金 備考

1 プランニング能力開発講座 H20.12 2 30 13,000

2 プレゼンテーション能力開発講座 H20.6 2 30 13,000

3 ファシリテーター能力開発講座 H20.12 2 30 13,000

4 問題解決能力向上講座 H20.11 2 40 13,000

5 市民との協働による循環型社会への挑戦 H20.8 2 40 10,000

6 高齢化社会における地域づくりを学ぶ H20.10 2 40 10,000

7 少子化社会における地域づくりを学ぶ H20.8 2 40 10,000

8 地域コミュニティの維持と再生の方策を学ぶ H20.11 2 40 10,000

9 行政とＮＰＯ、コミュニティビジネスとの協働を学ぶ H20.7 2 40 10,000

10 安心安全な地域づくりを学ぶ～減災まちづくりを学ぶ～ H20.7 2 40 10,000

11 都市農村交流におけるこれからの農村のあり方を学ぶ H20.10 3 40 15,000 先進現地研修

12 農業再生の方策を学ぶ～所得向上と担い手対策～ H20.12 2 40 10,000

13 都市との交流による漁村の所得向上策を学ぶ H20.9 2 30 15,000 先進現地研修

14 中小企業振興による地域再生の方策を学ぶ H20.9 2 40 10,000

15 中心市街地の活性化による地域再生を学ぶ H20.9 2 40 10,000

16 地域資源を活用した観光振興を学ぶ～団塊世代を集客するには～ H20.11 3 40 15,000 先進現地研修

17 持続可能な自治体運営を学ぶ H20.6 2 40 10,000

18 地域特性を活かした特産品の開発・改良を考える（東京Ⅰ） H20.7 2 40 10,000

19 地域特性を活かした特産品の開発・改良を考える（東京Ⅱ） H20.10 2 40 10,000

20 地域特性を活かした特産品の開発・改良を考える（地方） H21.2 2 40 15,000 先進現地研修

21

～

24
地域別ニーズ研修Ⅰ . Ⅱ . Ⅲ . Ⅳ 別途 別途 別途 別途 経済産業局別研修

※１

25
～

29
海外電源市町村トップセミナー / 海外一般セミナー H20.8 8 〃

トップセミナー
300,000

一般セミナー
200,000

ヨーロッパ

各研修の詳細については、開催の 2 ～ 1ヶ月前までにお知らせします。 
 〈国内研修〉 
　注 1　応募者が定員に満たない場合は、中止または開催時期等を変更することがあります。 
　注２　負担金には、旅費（宿泊費、日当、車賃）は含みません。 
　注３　定員になり次第、締め切らせていただきますので、参加をお断りすることがあります。 
　　　　また、応募状況によっては、同一市町村からの参加者数を制限する場合があります。 
　※１　原則として、要望がある経済産業局単位で実施します。負担金は別途算定します。   
   
〈海外研修〉 
　注１　応募者が定員に満たない場合、中止または開催時期を変更することがあります。 
　注２　国際情勢により、実施への影響が懸念される場合は、中止または開催時期を変更することがあります。 
　注３　負担金には、地元－成田間の宿泊費、日当、車賃および渡航期間中の支度料、日当、昼食代は含みません。 
　注４　応募者が定員になり次第、締め切らせていただきますので、参加をお断りする事があります。 
　注５　国内での「事前研修」「事後研修（一般セミナーのみ）」の受講が必要です。

　

去
る
五
月
二
十
八
日

（水）
～
三
十
日

（金）
の

三
日
間
、
独
立
行
政
法
人 

中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
主
催
、
経
済
産
業
省
中
小
企

業
庁
及
び
近
畿
経
済
産
業
局
共
催
の
も
と
、

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
て
「
中
小
企
業
総

合
展2008 in K

ansai

」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
小
企
業
総
合
展
は
、
中
小
企
業
が
自

ら
開
発
し
た
優
れ
た
製
品
・
技
術
、
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
等
を
紹
介
し
、
市
場
創
出
・
販

路
開
拓
、
事
業
提
携
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

に
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
中
小
企
業
や
支
援
機
関
に
よ
る

ブ
ー
ス
出
展（
約
三
百
ブ
ー
ス
）や
、講
演
会
、

無
料
経
営
相
談
が
行
わ
れ
た
他
、
起
業
に

関
す
る
専
門
家
や
現
役
の
経
営
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま
た
、三
日
間
の
開
催
期
間
中
に
は
、

三
万
三
千
五
百
七
十
八
人
の
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
支
援
機
関
と
し
て
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
来
場
者
や
出
展
企
業
等
に

対
し
て
、
電
源
地
域
の
各
種
立
地
支
援
制

度
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
企
業
の

ブ
ー
ス
を
ま
わ
っ
て
立
地
意
識
に
つ
い
て
の

声
を
聞
き
、
今
後
の
電
源
地
域
へ
の
企
業

誘
致
活
動
に
活
用
で
き
る
貴
重
な
ご
意
見

を
数
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
全
国
に
は
元
気
な
企
業
が
数
多

く
あ
る
こ
と
を
知
り
、
電
源
地
域
へ
誘
致

で
き
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

企
業
立
地
支
援
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
・
ご
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
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「
電
気
の
ふ
る
さ
と
～
電
源
地
域
ニ
ュ
ー
ス
～
」読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
～
電
源
地
域
ニ
ュ
ー

ス
～
」
編
集
部
で
は
、
昨
年
度
末
に
発
行

し
ま
し
た
Ｖ
ｏ
ｌ
．11
に
お
い
て
、
平
成
十

九
年
度
末
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
九
十
八
通
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
参
考
に
な
っ
た
記
事

　

平
成
十
九
年
度
に
取
り
上
げ
た
記
事
で
、

果
は
「
観
光
振
興
」
が
最
も
多
く
、
続
い

て
「
協
働
の
し
く
み
づ
く
り
」「
地
産
地
消
」、

「
特
産
品
開
発
・
販
路
開
拓
」
と
な
っ
て
お
り
、

電
源
地
域
で
は
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
関
心
が
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
は
、今
年
度
も
六
月
・

九
月
・
十
二
月
・
三
月
の
四
回
の
発
行
を
予

0

5

10

15

20

25

30

35

40

川
内
・
甑
と
れ
た
て
市

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

く
ず
ど
ー
ふ
地
酒

滋
賀
県
木
之
本
町

次
世
代
感
覚
の
導
入
で
会
津
漆
器
を
活
性
化

福
島
県
会
津
若
松
市

竹
田
研
究
所

大
分
県
竹
田
市

す
な
が
わ
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
協
議
会

北
海
道
砂
川
市

大
間
超
マ
グ
ロ
祭
り

青
森
県
大
間
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
頭
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

沖
縄
県
国
頭
村

世
界
初
「
建
物
の
な
い
美
術
館
」
で
未
来
へ
前
進

高
知
県
黒
潮
町

住
民
と
行
政
の
「
協
働
」
で
い
き
い
き
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

広
島
県
安
芸
高
田
市

人
づ
く
り
が
町
の
潜
在
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す

熊
本
県
小
国
町

0
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35

中
小
企
業
活
性
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

防
災

少
子
高
齢
化
対
策

中
心
市
街
地
活
性
化

地
産
地
消

協
働
の
し
く
み
づ
く
り

環
境
政
策
・
リ
サ
イ
ク
ル

産
学
官
連
携

医
療
・
社
会
福
祉

商
工
業
の
活
性
化

農
林
水
産
業
の
活
性
化

交
流
事
業

人
材
育
成

特
産
品
開
発
・
販
路
開
拓

観
光
振
興

（人）

（人）

参
考
に
な
っ
た
も
の
を
聞
き
ま
し
た
。
結
果

は
特
集
の
熊
本
県
小
国
町
の
事
例
が
最
も

多
く
、
次
に
広
島
県
安
芸
高
田
市
の
事
例
と
、

と
も
に
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
、
住
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
で

し
た
。

■
今
後
取
り
上
げ
て
欲
し
い
テ
ー
マ

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
の
誌
面
に
今
後
取
り

上
げ
て
欲
し
い
テ
ー
マ
を
聞
き
ま
し
た
。
結

定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
意

見
・
ご
感
想
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
よ
り

良
い
誌
面
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
、
本
誌

の
モ
ニ
タ
ー
読
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
編
集
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
編
集
部

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８　
　

　

e-m
ail

：fukyu@
dengen.or.jp

ま
で

【人事往来】 【
Ｖ
ｏ
ｌ
・
11 

読
者
の
声
か
ら
】

●
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
熊
本
県
小
国
町

が
取
り
組
む
「
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
」

の
人
と
知
恵
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
は
、
町
が
元
気
に
な
る
す

ば
ら
し
い
手
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
福
島
県
福
島
市　

女
性
）

●
私
は
原
子
力
発
電
所
の
近
く
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
地
域
と
発
電
所
と
の
関
わ
り
が

深
く
、
良
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
発
電
所
立
地
地
点
と

地
域
と
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
の
記
事
な

ど
が
読
み
た
い
で
す
。

（
佐
賀
県
玄
海
町　

女
性
）

●電源立地都道府県知事（平成20年２月～４月選挙分）
都道府県名 氏名 当選月日

熊本 蒲島　郁夫 3月23日 

●電源地域市町村首長（平成20年２月～４月選挙分）
市町村名 氏名 当選月日

東神楽町（北海道）	 川野　恵子	 2 月 3日

岩国市（山口県）	 福田　良彦	 2 月 10 日

前橋市（群馬県）	 高木　政夫	 2 月 17 日

本巣市（岐阜県）	 藤原　勉	 2 月 17 日

飛騨市（岐阜県）	 井上　久則	 2 月 17 日

印南町（和歌山県）	 玄素　彰人	 2 月 24 日

多賀町（滋賀県）	 久保　久良	 3 月 9日

国頭村（沖縄県）	 宮城　馨	 3 月 9日

松本市（長野県）	 菅谷　昭	 3 月 16 日

笠置町（京都府）	 松本　勇	 3 月 16 日

尾鷲市（三重県）	 奥田　尚佳	 3 月 23 日

日向市（宮崎県）	 黒木　健二		 3 月 23 日

飛鳥村（愛知県）	 久野　時男	 3 月 25 日

郡上市（岐阜県）	 日置　敏明	 3 月 30 日

上川町（北海道）	 佐藤　芳治	 4 月 1日

小諸市（長野県）	 芹澤　勤	 4 月 6日

御前崎市（静岡県）	 石原　茂雄	 4 月 6日

安芸高田市（広島県）	 浜田　一義	 4 月 6日

三次市（広島県）	 村井　政也	 4 月 6日

下松市（山口県）	 井川　成正	 4 月 6日

川内村（福島県）	 遠藤　雄幸	 4 月 8日

楢葉町（福島県）	 草野　孝	 4 月 13 日

魚津市（富山県）	 澤﨑　義敬	 4 月 13 日

下呂市（岐阜県）	 野村　誠	 4 月 13 日

南木曽町（長野県）	 宮川　正光	 4 月 13 日

東御市（長野県）	 花岡　利夫	 4 月 13 日

高砂市（兵庫県）	 登　幸人	 4 月 13 日

四国中央市（愛媛県）	 井原　巧	 4 月 13 日

南富良野町（北海道）	 池部　彰	 4 月 15 日

木古内町（北海道）	 大森　伊佐緒	 4 月 20 日

浦臼町（北海道）	 岸　泰夫	 4 月 20 日

栄村（長野県）	 島田　茂樹	 4 月 20 日

中津川市（岐阜県）	 大山　耕二	 4 月 20 日

伊豆市（静岡県）	 菊地　豊	 4 月 20 日

碧南市（愛知県）	 祢宜田　政信	 4 月 20 日

西予市（愛媛県）	 三好　幹二	 4 月 20 日

高浜町（福井県）	 野瀬　豊	 4 月 22 日

茂原市（千葉県）	 田中　豊彦	 4 月 27 日

京丹後市（京都府）	 中山　泰	 4 月 27 日

美祢市（山口県）	 村田　弘司	 4 月 27 日

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

今
号
の
特
集「Pick	U

p!

」に
ご
登
場
い
た
だ

き
ま
し
た
㈱
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
の
ご
厚
意
に
よ

り
、「
モ
ナ
ッ
カ
電
卓
」
を
五
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。

　

と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
本
誌
へ

の
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
の
上
、
平

成
二
十
年
七
月
二
十
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
選
の
発
表
は
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
モ
ナ
ッ
カ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

㈱
エ
コ
ア
ス
馬
路
村

http://w
w

w
.ecoasu.co.jp/

【
編
集
後
記
】

　

今
年
度
最
初
の「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」は
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち
お
こ
し
に
活
発
な
地
域

に
は
、
地
域
資
源
を
活
か
す
知
恵
や
工
夫
な
ど

学
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
地
域
を
良
く

し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
か

ら
は
底
知
れ
ぬ「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
皆
さ
ま
と
共
有
し
、
今
後
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
誌
面
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
（
Ｓ
）

【今号でご紹介した電源市町村の発電所データ】
◆特集（表紙）　高知県馬路村
　表紙裏の目次欄を参照
◆ふるさと応援団　北海道本別町
　足寄発電所（水力）　北海道本別町所在
　最大出力：４万ｋＷ　　　　　　事業者名：電源開発株式会社

◆いきいき電源地域　宮城県石巻市　
　女川原子力発電所　宮城県石巻市所在
　最大出力：217,4万ｋＷ　　　　事業者名：東北電力株式会社

◆電気のふるさと産品自慢
　川内原子力発電所　鹿児島県薩摩川内市所在
　最大出力：178万ｋＷ　　　　　事業者名：九州電力株式会社




